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6号墳は直径約 7.6 m、高さ約 2.6 mの円墳である。合戦原古墳群唯一の前方後円墳 5号
墳の東側に位置する。今回の調査では、古墳造営当時の墳丘の形状を見るために十字状に
畦を残して区画を設定した。また、古墳の西側にある丘陵側にも区画を設定し、調査を実
施した。墳丘北側は山元町所有外の土地であったため調査を行うことができなかった。
全区画で表土と墳丘堆積土等の除去が終了し、墳丘面が検出された。（写真 4）東西の
高低差が大きい特徴がある。（写真 3）また、東からのびる丘陵を利用し、一部を成形し
た上で、土を積んで墳丘を形成されている（第 5図）。
南北セクションの観察から、南側の墳端が検出された。北側は、調査区外であったため
検出できなかった。また、東西セクションの観察から、東側の墳端は木の中と考えられ、
検出できなかった。西側は検出された。
墳丘面では、土の質が異なる部分を検出した。（写真 5）次回の調査では、墳丘面を中
心に 調査を進めていく。
写真 2　4号墳掘り下げ前
第 5図　第 6号墳墳丘面平面図
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写真 3　6号墳全体（東から）
写真 4　墳丘東側
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写真 5　墳丘上面付近
写真 6　墳丘東側墳端（丘陵との接続部分）
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ま　　と　　め
合戦原古墳群第 4次調査では、再高所に位置する前方後円墳、5号墳のすぐ隣、東側に
築かれた 6号墳と古墳群の中で現状で東端に位置する 4号墳を対象とした。6号墳は小規
模な円墳で、4号墳は古墳群東端に位置し、比較的規模の大きい円墳である。この二つの
古墳を調査することで、古墳群全体の様相を把握することが調査の目的である。
調査はいずれも十字にアゼを残して墳丘面を露出し、墳丘の姿を明らかにすることを目
指した。4号墳は墳裾に墳丘から流出した土が厚く堆積し、墳裾の一部が未検出の状態で
調査期間が終了したため、平面図作成に至らなかった。6号墳は墳端を全面的に検出し、
構築当時の墳丘の姿を再現することができた。
4、6号墳のいずれも東から延びる丘陵尾根線が降り始める地点を選んで構築されてい
る。墳丘面西側は墳丘面傾斜は緩やかであるのに対して、東側はかなりの急傾斜を形成し
ている。このため、それぞれの古墳は東側から見ると墳丘は高く、大きく感じられる。古
墳築造者の意図を示すのだろう。これまで調査した 1号墳でも同様に構築されており、未
調査の古墳も同様の姿をしている。このような占地と墳丘構築方法は、合戦原古墳群を築
造した人々の一環した手法であったと考えられる。
調査は 4号墳で墳裾の一部が未検出であり、埋葬施設の探索もできていない。6号墳で
も埋葬施設の検出はこれからの課題である。本来であれば、2020年 3月に第 5次調査を
実施し、これらの課題に取り組む予定であった。しかし、2020年 3月には新型コロナウィ
ルス感染症が広がり。第 5次調査を実施することができなかった。2021年 1月の本原稿
執筆時でも、首都圏などで緊急事態宣言が発出されるなど新型コロナウィルス感染症は収
束の気配を見せておらず、今後の状況は見通せないが、いずれ第 5次調査を実施し、調査
成果をまとめる予定である。
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